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曲
直
瀬
道
三
は
十
八
年
間
の
関
東
の
留
学
を
終
え
て
京
都
に
帰

る
折
（
一
五
四
五
年
）
、
別
れ
の
挨
拶
の
た
め
に
佐
野
の
東
根
庵
に

立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
東
根
庵
が
ど
こ
に
あ

り
、
誰
が
住
ん
で
い
た
の
か
、
不
明
で
あ
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
、

佐
野
市
の
郷
土
史
研
究
家
、
京
谷
博
次
氏
、
桑
田
喜
八
郎
氏
の
協

力
を
得
て
、
東
根
庵
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
道
三
と
佐
野
と
の
い
く
つ
か
の
か
か
わ
り

合
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
従
来
、
問
題
視
さ
れ
て
き

た
「
足
利
の
三
帰
」
の
像
に
せ
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。

佐
野
の
古
地
図
（
蓼
沼
家
蔵
古
絵
図
）
に
「
東
根
庵
」
が
描
か
れ

て
お
り
、
現
在
の
安
蘇
郡
田
沼
町
栃
本
附
近
、
唐
沢
山
の
西
部
に

当
た
る
。
当
時
、
佐
野
の
唐
沢
山
城
主
は
、
佐
野
泰
綱
（
一
四
八
二

’
一
五
六
○
）
、
豊
綱
（
一
五
一
九
’
一
五
五
九
）
、
昌
綱
二
五
三
○
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曲
直
瀬
道
三
と
佐
野

Ｉ
「
足
利
の
三
帰
」
の
検
討

中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

Ｉ
一
五
七
四
）
で
あ
る
。
現
在
、
栃
本
の
本
光
寺
に
は
歴
代
の
佐
野

氏
の
墓
碑
が
残
さ
れ
て
お
り
、
泰
綱
、
昌
綱
の
そ
れ
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
泰
綱
の
法
名
が
「
東
根
院
一
渓
唯
禅
庵
主
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
東
根
庵
は
泰
綱
の
庵
と
推
定
さ
れ
、
道
三
が
帰

洛
の
折
、
そ
こ
を
訪
れ
た
の
は
泰
綱
に
挨
拶
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
。

道
三
と
泰
綱
と
の
関
連
を
検
討
す
る
過
程
で
、
泰
綱
の
子
、
豊

綱
と
道
三
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
京
都

大
学
富
士
川
文
庫
に
「
従
佐
野
豊
綱
三
十
ケ
条
不
審
、
孟
静
老
人

答
話
』
と
題
す
る
手
紙
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
奈

須
恒
徳
が
筆
写
し
た
同
じ
内
容
の
も
の
が
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
今
家
学
叢
書
」
）
。
富
士
川
文
庫
目
録
、
奈
須
恒
徳
、
と

も
に
、
「
佐
野
豊
総
」
と
誤
読
し
た
た
め
に
、
人
物
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
見

ら
れ
る
。
本
資
料
は
、
豊
綱
の
三
十
ケ
条
の
医
学
上
の
質
問
に
対

し
て
道
三
が
こ
れ
に
答
え
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
医
書
に
関

す
る
質
問
が
二
例
あ
る
他
は
、
大
半
が
「
察
証
弁
治
」
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
「
啓
迪
集
」
に
も
通
じ
る
高
度
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
本
資
料
の
中
に
は
道
三
の
初
期
の
医
書
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
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連
歌
師
の
柴
屋
軒
宗
長
（
一
四
四
八
’
一
五
三
二
）
の
旅
行
記
『
東

路
の
津
登
」
の
中
に
、
永
正
六
年
（
一
五
○
九
）
に
宗
長
が
佐
野
泰

綱
亭
な
ど
に
滞
在
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
宗
長
は
、
著

る
「
当
流
は
丹
渓
流
な
り
」
と
い
う
主
張
が
濃
厚
に
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
資
料
は
道
三
の
初
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、

本
資
料
に
は
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
資
料
を
照
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
年
は
豊
綱
が
四
○
才
で
戦
死

す
る
一
年
前
に
当
た
る
。
道
三
が
帰
洛
す
る
年
に
豊
綱
は
二
十
六

才
で
あ
り
、
道
三
か
ら
高
度
な
医
学
を
学
ん
で
い
た
と
の
推
測
に

無
理
は
な
い
。

佐
野
と
道
三
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
さ
ら
に
興
味
深
い
記

事
が
尊
経
閣
文
庫
の
「
道
三
医
書
』
の
後
書
き
に
存
在
す
る
（
本
資

料
の
存
在
に
つ
い
て
は
小
曽
戸
洋
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
）
。
こ

こ
に
は
、
道
三
が
田
代
三
喜
と
佐
野
の
赤
見
で
対
面
し
、
師
弟
の

約
束
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
赤
見
は
足
利
と
吉
水
（
昔

の
佐
野
の
館
の
所
在
地
）
を
結
ぶ
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
利
在

住
の
道
三
と
佐
野
氏
と
の
交
流
に
、
三
喜
も
何
ら
か
の
形
で
関
与

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

名
な
連
歌
師
、
猪
苗
代
兼
載
が
下
総
国
古
河
の
地
で
関
東
の
名

医
、
江
舂
庵
（
三
喜
）
に
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
兼

載
と
手
紙
を
交
わ
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録

か
ら
、
佐
野
氏
と
三
喜
と
の
関
係
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
三
喜
十
巻
書
」
な
ど
の
医
書
で
は
、
著
者
名
を
「
足
利
の
住
僧

三
帰
廻
翁
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
史
学
の
分
野

の
研
究
で
は
古
河
公
方
の
医
師
と
し
て
の
田
代
三
喜
が
足
利
に
居

住
し
た
と
い
う
事
実
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。
古
河
の
三
喜

と
足
利
の
三
帰
を
別
人
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
演
者
ら
は
、
足
利

の
道
三
と
古
河
の
三
喜
と
が
佐
野
の
地
で
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
、

出
会
い
の
地
「
佐
野
の
赤
見
」
は
当
時
の
足
利
庄
に
属
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
道
三
が
関
与
し
た
医
書
で
は
、
こ
れ
に
因
ん
で
「
足

利
の
三
帰
」
と
記
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
・
漢
方
研
究
室
）


